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原子力発電所，石油備蓄基地，長大橋などの超重要構造物の地震時挙動を高精度かつ高分解能に予測

することは防災の観点から重要と考えられる．構造物の地震時挙動には，断層の破壊過程，地殻内の

波動伝播過程，地表近傍の地震波増幅過程，地盤と構造物の相互作用が大きな影響を与えるとされて

いる．これらの影響を考慮し，高精度かつ高分解能に構造物の地震時挙動を予測する方法のひとつと

して，断層から構造物までを含む断層-構造物系の三次元数値解析モデルを構築し，一連の過程を一括

して数値解析を行うことが考えられる．しかし，膨大な計算負荷のためその実現は難しいとされてい

る．一方で，計算機環境の進歩に伴い，断層から地表面までを対象とした地震動解析（例えば[1,2]な
ど）及び超重要構造物や構造物及び地盤を対象とした高分解能構造解析（例えば[3]など）が行われお

り，これらを組み合わせることにより，断層-構造物系を対象とした解析が出来る可能性がある．著者

らは，計算の大規模化とともに数理・物理的検討を行い，断層-構造系の解析を試みている．具体的に

は，階層型解析による地震動解析と構造解析の合理的な結合手法の提案[4,5]，数値解析モデル手法の

構築[6]，数値分散を抑える有限要素の開発[7]などを行っている．本講演では，これらの概要・適用

例を示し，最後に，原子力発電所を対象とした地盤・建屋解析モデリング＆シミュレーションの現状

と課題について述べる． 
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stands for the volume average of 

is an apparent density described by       , 

: elastic tensor 
: displacement function 
: mass density 
: temporal differentiation 
: partial differentiation 
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